
 

 

令和４年８月２９日 

高齢福祉部高齢福祉課 

 

令和３年度社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団の経営状況について 

 

Ⅰ 事業報告（概要） 

１． 介護保険事業（介護保険事業会計） 

事業名 事業内容等 

区負担 令和３年度 
令和２年度 

事業実績数 補助

金 

委託

料 
事業計画数 事業実績数 

訪問介護事業 

（２事業所） 

日常生活を営むうえで

支障のある高齢者に対

してホームヘルパーを

派遣する。介護や家事

等のサービスの提供を

通じて、自立した生活を

営むことができるよう支

援する。 

  

利用者数 

(1か月) 
350人 

325人 

※令和4年3月 

310人 

※令和3年

3月 

利用時間

(年間) 

43,880 

時間 
33,954.7時間 

34,309.8 

時間 

通所介護事業 

（６事業所） 

要介護高齢者等が、日

帰り介護施設（デイホー

ム）に通い、食事、入浴

の提供や、日常動作訓

練、レクリエーションな

どを行う。 

※補助金は、複合施設

の共有部分（エレベー

ターや自動ドア等）の保

守費用の一部に対する

もの 

 

 

 

 

○ 

 

一般型(6事業所 定員138人)  

利用者数 

(1日) 
124.2人 102.7人 105.7人 

利用率 90.0％ 74.4％ 56.2％ 

認知症対応型(定員24人)  

利用者数 

(1日) 
15.6人 11.6人 9.5人 

利用率 65.0％ 48.3％ 39.6％ 

訪問看護事業 

（４事業所、 

分室２カ所） 

※医療保険事

業を含む 

疾病や障害があり、在

宅療養を望む区民に対

し、看護師や理学療法

士、作業療法士などが

家庭を訪問して、看護

やリハビリサービスを行

う。 

  

利用者数

（年間） 
1,240人 1,168人 1,186人 

延訪問回

数（年間） 
62,840回 66,815回 63,321回 

地域包括支援 

センター事業 

（６事業所） 

介護予防サービス計画

（介護予防ケアマネジメ

ントを含む）を作成し、

生活改善のための相談

や支援を行う。 

 ○ 

計画作成

件数 

(年間) 

15,400件 15,431件 15,362件 

訪問調査による介護予

防対象者実態把握、地

域づくり・権利擁護の推

進などを行う。 

 ○ 

延べ相談

件数 
42,500件 53,772件 46,457件 

実態把握

件数 
4,950件 9,262件 8,183件 

居宅介護支援 

事業 

（５事業所） 

ケアプランを作成するこ

となどを通して、介護を

必要とする高齢者の自

立した生活を支援す

る。 
  

計画作成

件数 

(年間) 

9,730件 8,816件 8,810件 
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事業名 事業内容等 

区負担 令和３年度 
令和２年度 

事業実績数 補助

金 

委託

料 
事業計画数 事業実績数 

特別養護老人

ホーム事業 

（２施設） 

特別養護老人ホームの

運営、看取り介護、口腔

機能維持向上、個別ケア

充実、地域交流促進、障

害者保護的就労支援事

業 等 

 

※補助金は、運営に関

する運営支援補助金と

保護的就労支援事業の

一部に対するもの 

○  利用率 

芦花 

95.0％ 

上北沢 

96.0％ 

芦花 

91.4％ 

上北沢 

97.0％ 

芦花 

90.0％ 

上北沢 

76.9％ 

短期入所生

活介護事業 

（２施設） 

特別養護老人ホームに

併設して運営、個別ケ

アの充実、重度要介護

利用者受入れ、高齢者

緊急一時宿泊 等 

○  利用率 

芦花 

80.0％ 

上北沢 

95.0％ 

芦花  

25.5％ 

上北沢  

51.1％ 

芦花  

40.6％ 

上北沢  

32.5％ 

地域密着型特

別養護老人ホ

ーム事業 

（１施設） 

ユニット型特別養護老

人ホームにおいて個別

ケアを実践する。 

（寿満ホームかみきたざ

わ） 

  利用率 97.0％ 95.7％ 94.7％ 

専門職訪問指

導事業 

専門職が要支援認定者

及び事業対象者の自宅

を訪問し、身体機能や

日常生活のアセスメント

を行い必要な相談や指

導を行う。 

 ○ 
延べ訪問

回数 
271回 124回 111回 

要介護認定調

査事業 

認定調査員を派遣し、

身体的な状況や理解度

などを調査する。 

 ○ 調査件数 990件 313件 518件 

 

２．障害者総合支援事業（一般会計） 

事業名 事業内容等 
区負担 令和３年度 令和２年度 

事業実績数 補助金 委託料 事業計画数 事業実績数 

訪問介護事業

（２事業所） 

日常生活を営む

うえで支障のあ

る障害者に対し

てホームヘルパ

ーを派遣する。 

居宅介護・重度

訪問、同行援

護、移動支援を

行う。 

  

利用者数

(1か月) 
210人 

144人 

※令和4年3月 

144人 

※令和3年3月 

利用時間

数(年間) 

20,990 

時間 
21,115.9時間 

19,993.0 

時間 
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３．区委託・補助事業（一般会計） 

事業名 事業内容等 

区負担 令和３年度 
令和２年度 

事業実績数 
補助

金 

委託

料 
事業計画数 

事業実績

数 

福祉人材

育成・研

修センタ

ー事業 

発掘・就労支援 

（夏休み親子介護

施設体験、福祉の

しごと入門講座、

福祉のしごと相談・

面接会・区内介護

施設等見学会、人

材確保・人事管理

セミナー 等） 

福祉人材育成・定着

支援 

（入門的研修、介

護福祉士受験対策

講座、同行援護従

業者養成研修（一

般課程）、キャリア

パス（階層別）研

修、専門性向上研

修（分野別（高齢、

障害、子ども））、多

職種連携、訪問看

護就労支援講座・

職場体験、こころ

の相談、メール相

談等） 

先駆的な取組み等の

調査・研究及び発信

等 

 ○ 

福祉の理解促進・発

掘 

福祉の魅力向上発

信 

41回 38回 26回 

福祉のしごと入門講

座、相談・面接会、

区内介護施設等見

学会、訪問看護の

就労支援講座、訪

問看護の職場体験 

17回 17回 17回 

資格取得支援 3回 3回 3回 

研修回数 102回 101回 86回 

こころの相談 

メール相談 

就職相談 

週1回 

随時 

20回 

2回 

2件 

14回 

2回 

3件 

10回 

活動支援 20回 28回 6回 

調査・研究 1回 4回 3回 

生活協力

員業務 

高齢者住宅の入居

者の安否確認等を行

う。 

 ○ 

・区営八幡山慶明館（33世帯） 

・区立世田谷高齢者借上げ集合住宅（9世帯） 

・区営桜丘五丁目第二アパート（20世帯） 

・区営アザレア経堂（17世帯） 

・区営豪徳寺アパート１号棟（26世帯） 

・区営豪徳寺アパート 2号棟（14世帯） 

母子生活

支援施設

の運営 

一人ひとりの状況に

応じた個別支援プロ

グラムを立て、課題を

抱える母子家庭の自

立を支援する。 

 ○ 

児童育成事業 

行事 

毎月実施 

学習会 

週１回 

行事 

年19回 

学習会 

週1回 

行事 

年15回 

学習会 

週1回 

カウンセリング 週4回 
延べ利用

者 169人 

延べ利用者 

155人 

養育支援

等ホーム

ヘルパー

派遣事業 

日常生活における児

童の養育に支障が生

じている養育困難家

庭等にホームヘルパ

ーを派遣する。 

 ○ 利用者数等 

月4人 

年間480

時間 

月平均

2.0人 

（実利用

者7人） 

年間153

時間 

月平均 

2.6人 

（実利用者

7人） 

年間302 

時間 
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事業名 事業内容等 
区負担 令和３年度 令和２年度 

事業実績数 補助金 委託料 事業計画数 事業実績数 

重症心身障

害児（者）在

宅レスパイト

事業 

自宅に看護師を派遣し、

介護者である家族等が

行っている医療的ケア等

を一定時間代替する。 

 ○ 
延べ訪

問回数 
177回 196回 88回 

介護事業者

に対するサー

ビス向上支援 

世田谷区介護サービス

ネットワーク事務局、せ

たがや福祉区民学会事

務局、区内介護サービス

事業者等からの研修に

関する相談対応等 

○  

  

会議室管理

業務 

デイ・ホーム世田谷地下

会議室の管理を行う。 
 ○ 

  

 

４．その他自主事業 

事業名 事業内容等 

区負担 令和３年度 
令和２年度 

事業実績数 補助

金 

委託

料 
事業計画数 事業実績数 

研修事業 

介護職員初任者

研修、同行援護

従事者養成研修

（応用課程）を実

施する。 

  

延べ実施回

数 
3回 

初任者研修 

2回 

同行援護(応用) 

1回 

初任者研修 

1回 

東京都訪問看

護教育ステーシ

ョン事業 

東京都からの受

託事業 

訪問看護に関心

のある看護師の

職場体験、近隣

の訪問看護師の

教育、研修の実

施等 

   

 

人材育成等 

（全事業所） 

実習生の受け入

れ（介護福祉士、

社会福祉士他） 

   

 

訪問介護事業 

訪問介護事業に

おいて、介護保

険、障害福祉サ

ービスの利用者

の内、保険給付

等の対象外の支

援が必要な方に

対する補足サー

ビスを提供する。 

  利用者数 

(1か月) 
30人 

29人 

※令和4年3月 

24人 

※令和3年3月 

利用時間数 

(年間) 

900時

間 
718.6時間 806.6時間 

域貢献事業等 

コミュニティがんサロン、どこでも保健室（区民の健康・医療相談、健康測定、講座の実施等） 他 

 

[未実施事業] 

地域交流促進のための場の提供（ミニデイ、地元企業の社員研修、多世代交流）、在宅要介護高齢

者等への生活支援（専門職による相談・アドバイス等）、在宅療養児家族交流会運営支援、認知症カ

フェ、区内の職能団体等の支援（研修場所の提供等） 
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5

（単位：円）
勘定科目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B) 備考

サ 収 介護保険事業収益 2,782,408,669 2,790,988,611 △8,579,942
｜ 益 児童福祉事業収益 94,361,855 93,880,293 481,562
ビ 障害福祉サービス等事業収益 85,996,963 77,047,729 8,949,234
ス 医療事業収益 293,142,350 287,421,526 5,720,824
活 人材育成事業収益 103,531,164 99,417,020 4,114,144
動 その他事業団収益 166,080,950 157,070,186 9,010,764
増 経常経費寄附金収益 2,490,000 2,298,989 191,011
減 サービス活動収益計(1) 3,528,011,951 3,508,124,354 19,887,597
の 費 人件費 2,709,167,446 2,763,981,471 △54,814,025
部 用 事業費 298,002,190 294,608,565 3,393,625

事務費 512,195,427 522,505,929 △10,310,502
減価償却費 61,263,354 59,739,529 1,523,825
国庫補助金等特別積立金取崩額 △9,864,982 △8,508,212 △1,356,770
徴収不能額 395,462 271,900 123,562
徴収不能引当金繰入 301,705 190,411 111,294

サービス活動費用計(2) 3,571,460,602 3,632,789,593 △61,328,991

△43,448,651 △124,665,239 81,216,588
サ 収 受取利息配当金収益 1,010,100 1,459 1,008,641
｜ 益 その他のサービス活動外収益 26,777,989 43,778,900 △17,000,911
ビ

ス

活

動

外 サービス活動外収益計(4) 27,788,089 43,780,359 △15,992,270
増 費 支払利息 96,228 96,228 0
減 用 その他のサービス活動外費用 1,773,358 1,656,204 117,154
の サービス活動外費用計(5) 1,869,586 1,752,432 117,154
部 25,918,503 42,027,927 △16,109,424

△17,530,148 △82,637,312 65,107,164
特 収 施設整備等補助金収益 30,067,720 5,995,152 24,072,568
別 益 施設整備等寄附金収益 297,000 0 297,000
増 その他の特別収益 247,451 348,631 △101,180
減 特別収益計(8) 30,612,171 6,343,783 24,268,388
の 費 固定資産売却損・処分損 3 1 2
部 用 国庫補助金等特別積立金積立額 30,067,720 5,995,152 24,072,568

特別費用計(9) 30,067,723 5,995,153 24,072,570

544,448 348,630 195,818

△16,985,700 △82,288,682 65,302,982
繰 1,196,048,642 1,392,491,724 △196,443,082
越 1,179,062,942 1,310,203,042 △131,140,100
活 0 0 0
動 15,510,000 1,271,600 14,238,400
増 100,000 115,426,000 △115,326,000
減

差

額

の

部 1,194,472,942 1,196,048,642 △1,575,700次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)

その他の積立金取崩額(15)

その他の積立金積立額(16)

第二号第一様式（第二十三条第四項関係）

世田谷区社会福祉事業団・法人単位事業活動計算書
(自)令和3年4月1日    (至)令和4年3月31日

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

基本金取崩額(14)

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

経常増減差額(7)=(3)+(6)

特別増減差額(10)=(8)-(9)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)

前期繰越活動増減差額(12)



 

令和３年度 

 

 

 

社会福祉法人 

世田谷区社会福祉事業団決算書 
 

 

 

事 業 報 告 書 

計 算 書 類 

 

 

 

 

 

 

 

自 令和３年４月 １日 

至 令和４年３月３１日 

 

 

 

社会福祉法人世田谷区社会福祉事業団 
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Ⅰ 総 括 
 
令和３ 年度は、引き続き国内での新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続き、介護

事業者においても施設内でのクラスターの発生や利用控えによる利用率の低下など、依

然と して経営にも大きな影響を与えている。  
 このよう な中、国では新型コロナウイルス感染症対応のかかり まし経費に対する介護
報酬の特例的な評価がされると と もに、 介護職員の処遇改善を図るため、「 介護職員処

遇改善支援補助金」 が交付されるこ と と なった。  
事業団では、新型コロナウイルス感染症への対策と して、職員においては体調管理や

手指消毒の徹底や在宅勤務や時差出勤の実施、利用者においてもサービス利用前の検温

などの体調確認や手指消毒の徹底など行った。しかしながら、上北沢ホームでは施設内

感染が発生し一部事業を休止するなど、新型コロナウイルス感染症は事業団の事業運営

にも大きな影響を与えた。  
一方、平成３ ０ 年度から令和３ 年度までの中期計画を「 経営の自立化に向けた４ か年

計画」 と 位置付け、３ つの重点施策「 サービスに関する取り 組み」「 経営に関する取り 組

み」「 人材に関する取り 組み」 について、 計画最終年度の目標達成に向け実践した。  
第一の「 サービスに関する取り 組み」 では、 I CT化や介護保険システムの更なる活用

を進め、利用者の生活の質の向上や業務の効率化、情報共有の円滑化に取り 組むと と も

に、「 LI FE」 を活用し科学的根拠に基づき要介護者の自立支援や重度化防止に向けた介
護が実践できるよう 準備を進めた。  
 第二の「 経営に関する取り 組み」 では、特養ホームの修繕などに必要な積立金の必要
額などについて検討を進めた。また、毎月の幹部会で各事業の経営に関する課題を共有

すると と もに、新たな加算の取得や改善策を検討し実行すること で収支を改善すること

ができた。  
 第三の「 人材に関する取り 組み」 では、無資格者の採用や介護福祉士を目指す外国人
留学生の受け入れ準備を進めるなど多様な人材の確保を行ったほか、東京都認知症介護

研修に職員を計画的に出席させ、 専門性の向上に取り 組んだ。  
 また、芦花・ 上北沢両特養ホームでは令和３ 年度から自主運営化と なった。自主運営
化後も利用者が安心・ 安全に生活できるよう サービスの質の維持に努めると と もに、自

主運営化後も安定した事業運営ができるよう 、給食委託業務の見直しによる経費削減や

職員体制の見直しなど行った。  
世田谷区では、コロナ禍により 大きく 変化する社会状況を踏まえ、次期基本計画につ

ながる計画と して「 世田谷区未来つながるプラン」 が策定された。  
 事業団では、令和４ 年度から令和８ 年度を計画期間と する「 中長期経営計画」 の策定
に向け、 検討を行った。 計画では、「 科学的介護など根拠に基づいた介護を導入・ 実践

し、質の高い介護サービスを提供する」「 組織体制を見直し生産性の拡充を図る」「 ジョ

ブ型雇用を取り 入れながら、人材確保と 経営の効率化を図る」 などを骨子と し、事業団

の設立趣旨にも適いながら、地域社会から求められるニーズに対応し続けるために最大

限の努力を形にしていく こ と を目指した。  
 次に、経営状況では、まず令和３ 年度のサービス活動収益について、介護保険事業収
益は２ ， ７ ８ ２ ， ４ ０ ８ 千円で、 令和２ 年度に比べ８ ， ５ ７ ９ 千円の減と なった。 これ
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は、介護職員処遇改善加算Ⅰを１ ２ 月から算定し、すべての事業で増額と なったが、令

和２ 年度から引き続き、コロナ禍の影響を受けた事などにより 、通所介護事業の利用控

えが利用率の計画を下回ったこ と や特養ホーム事業の自主運営化により 世田谷区委託

料が補助金に変更と なり 、大幅に減額されたこと が主な要因である。一方、医療事業収

益は、 ２ ９ ３ ， １ ４ ２ 千円で、 令和２ 年度に比べ５ ， ７ ２ ０ 千円増と なった。 これは、

在宅中心の新たな生活様式が定着しつつある事で、より 一層訪問系のサービスのニーズ

が高まったこ と などが主な要因である。また、障害福祉サービス事業収益は、同行援護

サービスで新たに特定事業所加算を算定できたこ と により 令和２ 年度に比べ８ ，９ ４ ９

千円ほど増と なった。 なお、 サービス活動収益計は３ ， ５ ２ ８ ， ０ １ １ 千円と 令和２ 年

度に比べ１ ９ ， ８ ８ ７ 千円の増と なった。  
 サービス活動費用については、 人件費２ ， ７ ０ ９ ， １ ６ ７ 千円、事業費２ ９ ８ ， ０ ０
２ 千円、事務費５ １ ２ ， １ ９ ５ 千円であり 、令和２ 年度に比べ人件費５ ４ ， ８ １ ４ 千円

の減、 事業費３ ， ３ ９ ３ 千円の微増と なった。 一方、 事務費は１ ０ ， ３ １ ０ 千円の減と

なった。 人件費は、 引き続きコロナ禍の影響を受け、 在宅系サービスで利用を制限し、

派遣社員などの見直しを行ったこと が削減の要因である。事業費は、新型コロナウイル

ス感染症の感染予防のための比較的高額な一次的な対策から、衛生材料費などの購入に

移行したこと 、またそれら物品の価格が安定したこ と で経費の負担が落ち着いたが、電

気代の高騰により 経費負担の増と なった。また、事務費は各種契約の見直しなどを引き

続き実施したこと によるもので、令和２ 年度から引き続きの減と なった。なお、サービ

ス活動費用計は３ ， ５ ７ １ ， ４ ６ ０ 千円と 令和２ 年度に比べ６ １ ， ３ ２ ８ 千円の減であ

った。  
 こ う した増減の結果、当期活動増減差額は１ ６ ， ９ ８ ５ 千円の赤字と なり 、令和２ 年
度に比べ６ ５ ， ３ ０ １ 千円の増であった。最終的には赤字と なったものの、サービス活

動におけるコロナ禍の影響を最大限逓減させるべく 、経営の工夫を重ねた結果、赤字を

可能な限り 抑えるこ と ができた。  
 一方、令和３ 年度の資金収支結果と して、財務面では積立金について、令和２ 年度に
１ ０ ０ ，０ ０ ０ 千円を増額したこ と から、令和３ 年度は新たな積み立ては寄附金収入１

０ ０ 千円のみにと どめた。  
 なお、一般的な運転資金の目安と しては、年間事業活動支出３ か月分の当期末支払資
金残高と されている。事業団の令和３ 年度の年間事業活動支出計３ ， ４ ９ ８ ， ３ ０ ０ 千

円であり 、この３ か月分８ ７ ４ ，５ ７ ５ 千円に対し、当期末支払資金残高は１ ，１ １ ３ ，

２ １ ９ 千円であり 、 それを上回った。  
 新型コロナウイルスと の共存は、まだまだ続く 事が予想されるが、引き続き事業団は、
中長期経営計画に基づき、区民が住み慣れた地域でいつまでも安心して生活できるよう

質の高い専門的なサービスを提供し、地域から信頼される社会福祉法人であり 続けるこ

と を目指していく 。  
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Ⅱ 法人運営 
１  事業団の組織（ 令和４ 年３ 月３ １ 日現在）  
 

 

 

訪問看護ステーショ ンけやき

総務課 総務係

経営企画課 経営企画係

経理係

訪問サービス課

世田谷ホームヘルプサービス

烏山ホームヘルプサービス

訪問サービス統括担当

デイ・ ホーム松原

分室訪問看護ステーショ ンさぎそう

訪問看護ステーショ ン北沢

訪問看護ステーショ ン芦花

分室訪問看護ステーショ ン上北沢

訪問看護ステーショ ン三軒茶屋

評議員会
デイ・ ホーム太子堂

分室デイ・ ホーム世田谷
調整役

デイ・ ホーム弦巻

在宅支援課 在宅支援統括担当

世田谷一丁目介護保険サービス

理事長 事務局長 太子堂地域包括支援センター

経営計画担当特別参与 上町地域包括支援センター

北沢地域包括支援センター

上北沢地域包括支援センター

理事会 上祖師谷地域包括支援センター

松原地域包括支援センター

サービス係

北沢介護保険サービス

芦花介護保険サービス

太子堂介護保険サービス

監事

芦花ホーム 管理係

サービス係

医務係

デイ・ ホーム芦花

上北沢ホーム 管理係

パルメ ゾン上北沢

医務係

デイ・ ホーム上北沢

寿満ホームかみきたざわ

上北沢介護保険サービス

福祉人材育成・
研修センター

人材開発係

人材育成係
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２  役員 
（ 令和４ 年３ 月３ １ 日現在）  

役職 氏  名 職 

理事長 板谷 雅光 世田谷区社会福祉事業団理事長 

常務理事 野口 收 世田谷区社会福祉事業団事務局長 

理  事 川村 匡由 武蔵野大学名誉教授 

理  事 窪田 美幸 世田谷区医師会会長 

理  事 吉本 一哉 玉川医師会会長 

理  事 田村 昌三 世田谷区歯科医師会会長 

理  事 大島 基嗣 玉川歯科医師会会長 

理  事 吉村 俊雄 世田谷区社会福祉協議会会長 

理  事 坂本 雅則 世田谷区民生委員児童委員協議会会長 

理  事 日高 聡 芦花ホーム施設長 

理  事 石塚 典子 上北沢ホーム施設長 

理  事 瓜生 律子 世田谷区福祉人材育成・ 研修センター長 

監 事 井口 博 弁護士 

監  事 原田 茂実 世田谷区会計室 会計管理者 

  注） 定数 理事１ ２ 人、 監事２ 人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6－ 6－

15



３  評議員 
    （ 令和４ 年３ 月３ １ 日現在）  

役 職 氏  名 職 

評議員 帆刈 祥弘 特別養護老人ホーム蔵前施設長 

評議員 永山 誠 元昭和女子大学大学院特任教授 

評議員 小泉 孝夫 世田谷区医師会副会長 

評議員 弘中 学 玉川医師会副会長 

評議員 江本 正 世田谷区歯科医師会副会長 

評議員 島貫 博 玉川歯科医師会副会長 

評議員 小林 哲男 世田谷薬剤師会顧問 

評議員 西﨑 守 世田谷区町会総連合会副会長 

評議員 光岡 明子 
特定非営利活動法人せたがや福祉ｻﾎ゚ ﾄーｾﾝﾀｰ

理事長 

評議員 藤原 和子 世田谷区民生委員児童委員協議会副会長 

評議員 金澤 弘道 世田谷区社会福祉協議会常務理事 

評議員 進藤 達夫 世田谷ボランティ ア協会事務局長 

評議員 松本 公平 世田谷区保健センター理事長 

評議員 小湊 芳晴 世田谷区シルバー人材センター事務局長 

 
４  苦情審査委員 

（ 令和４ 年３ 月３ １ 日現在）  

役  職 氏   名 職 

会   長 森  長秀 日本大学教授 

委    員 田中 博光 行政相談員 

委    員 重田 朗子 世田谷区民生委員児童委員協議会副会長 

委    員 望月 美貴 世田谷区高齢福祉部介護予防・ 地域支援課長 
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５  職員の配置状況（ 令和４ 年３ 月３ １ 日現在）  
 

 

 

 

パート ・ 登録・

歩合等

事務局長   事務局長・ 経営計画担当特別参与 2
課長 1
総務係 5 【 １ 】 2
課長 1 【 １ 】

経営企画係 2
経理係 4 1
課長 1
訪問サービス統括担当 3 2 ( 1) 1
世田谷ホームヘルプサービス 3 6 7 ( 1) 99
烏山ホームヘルプサービス 2 4 4 38
訪問看護ステーショ ンけやき 7 1 5 20
分室訪問看護ステーショ ンさ ぎそう 5 【 １ 】 1 0 10
訪問看護ステーショ ン北沢 4 1 4 15
訪問看護ステーショ ン芦花

分室訪問看護ステーショ ン上北沢

訪問看護ステーショ ン三軒茶屋 4 1 5 12
課長 1
在宅支援統括担当 3 1 1
デイ ・ ホーム太子堂

分室デイ ・ ホーム世田谷

デイ ・ ホーム弦巻 3 2 8 7
デイ ・ ホーム松原 2 2 7 2
太子堂地域包括支援センタ ー 4 1 1
上町地域包括支援センター 7 4
北沢地域包括支援センター 5 3
上北沢地域包括支援センタ ー 6 1
上祖師谷地域包括支援センター 5 1 2
松原地域包括支援センター 5 1 1
世田谷一丁目介護保険サービス 4 2
北沢介護保険サービス 7 1
芦花介護保険サービス 5 2
太子堂介護保険サービス 4 1
パルメ ゾン上北沢 9
施設長 1
管理係 7 7
サービス係 47 ( 1) 4 5 7
医務係 9 【 １ 】 2 4 4
デイ ・ ホーム芦花 6 2 11 2
施設長 1
管理係 5 3 8 3
サービス係 38 15 ( 1) 2 11
医務係 8 2 1
デイ ・ ホーム上北沢 4 11 2
寿満ホームかみき たざわ 13 1 6 6
上北沢介護保険サービス  ※1
センター長 1
人材開発係 3 1
人材育成係 5

272 ( 1) 55 ( 2) 128 ( 1) 264

【  】 は事務取扱又は兼務者の内数。
（  ） は育児休業、 休職者数の内数。 産業医、 嘱託医は含まず。

392 ( 1)
総　 　 　 計 719 ( 4)

芦花ホーム

上北沢ホーム

福祉人材育成・
研修センター

小      計
合      計 327 ( 3)

3 18

在宅支援課

5 1 8 6

総務課

経営企画課

訪問サービス課

5 1

（ 単位＝人）

課 係・ 事業所

常勤職員数 非常勤職員数

再雇用
・ 契約

非常勤正規

8－ 8－
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Ⅲ 事業所一覧及び事業内容等 

令和４年３月３１日現在の事業所及び事業内容等は、次のとおりである。 

 
 
 
 
 
 

区分 事業所名 主な事業内容 事業の開始 受託等の開始 所在地 

訪問介護 世田谷 

ホームヘルプサービス 

①介護保険対象者 

・介護支援専門員が作成する

ケアプランに基づき身体介

護・生活援助の区分でサー

ビスを提供する。 

②障害者総合支援対象者 

・障害者総合支援法に基づき

サービスを提供する。 

平成 8 年 

4月 1 日 

平成 11 年 4 月 1 日

世田谷ふれあ

い公社より移

管 

世田谷 

1-23-2 

 烏 山 

ホームヘルプサービス 

平成 15 年

4月 1 日 

粕谷 

2-23-1 

 

訪問看護 訪問看護ステーション 

け や き 

①介護保険対象者 

・介護支援専門員が作成する

ケアプランに基づきサービ

スを提供する。 

②医療保険対象者 

・利用者のニーズに応じサー

ビスを提供する。 

平成 7 年 

4 月 1 日 

（平成 29

年2月1日

分室化） 

 世田谷 

1-23-2 

 （分室さぎそう） 中町 

2-25-17 

 訪問看護ステーション 

北 沢 

平成 9 年 

10 月 1日 

羽根木 

1-31-21 

訪問看護ステーション 

芦 花 

平成 7 年 

4月 1 日 

粕谷 

2-23-1 

（分室上北沢） 平成 30 年

3月 1 日 

上北沢 

1-32-11 

訪問看護 ステーション

三軒茶屋 

平成 25 年

2 月 1 日 

太子堂 

2-4-16 

高齢者在

宅サービ

スセンタ

ー 

デイ・ホーム 

太子堂 

一般型通所介護 

1日 30 人 

失語症コース 

平成 3 年 

6月 1 日 

（令和 3年

6月 1 日 

分室化） 

平成 11 年 4 月 1 日

世田谷区社会

福祉協議会よ

り移管 

世田谷 

4-15-3 

（分室世田谷） 一般型通所介護 

1 日 30 人 

太子堂 

5-24-20 

 デイ・ホーム 

弦 巻 

一般型通所介護 

1日 30 人 

認知症対応型通所介護 

1日 12 人 

平成 7 年 

9月 1 日 

( 平成 21

年4月1日

認知症対

応型通所

介護開始）

弦巻 

5-13-19 

 

 デイ・ホーム 

松 原 

一般型通所介護 

1日 23 人 

平成 9 年 

5月 19 日 

松原 

5-17-6 

 デイ・ホーム 

芦 花 

一般型通所介護 

1日 40 人 

認知症対応型通所介護 

1日 8 人 

平成 7 年 

7月 1 日 

平成 12 年 4 月 1 日

自主運営化 

粕谷 

2-23-1 

 

 デイ・ホーム 

上北沢 

一般型通所介護 

1日 40 人 

平成 11 年

6月 1 日 

上北沢 

1-28-17 

－ 9－
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※ 令和２年２月１日から一時休止 

区分 事業所名 主な事業内容 事業の開始 受託等の開始 所在地 

地域包括

支援セン

ター 

太子堂 

あんしんすこやかセンター 

高齢者等が、住み慣れた地域

で尊厳のあるその人らしい

生活を継続することができ

るようにするため、総合相談

窓口として様々な取り組み

を実施する。 

平成 18 年

4月 1 日 

平成 18 年 4 月 1 日 太子堂 

2-17-1 

上町 

あんしんすこやかセンター 
世田谷 

1-23-5 

北沢 

あんしんすこやかセンター 
北沢 

2-8-18 

上北沢 

あんしんすこやかセンター 
上北沢 

4-32-9 

上祖師谷 

あんしんすこやかセンター 
上祖師谷

2-7-6 

松原 

あんしんすこやかセンター 

平成 31 年

4月 1 日 

平成 31 年 4 月 1 日 松原 

5-43-28 

居宅介護

支援 

世田谷一丁目 

介護保険サービス 

介護保険制度で要介護と認

定された利用者からの依頼

に基づき、居宅サービス計

画を作成し、計画の実現の

ために必要な支援を行う。

また、区からの依頼により

要支援・要介護認定調査を

実施する。 

平成 11 年

10 月 1 日

 

 

 世田谷 

1-23-2 

 北沢 

介護保険サービス 

羽根木 

1-31-21 

 芦花 

介護保険サービス 

粕谷 

2-23-1 

上北沢 

介護保険サービス
※
 

平成 30 年

3 月 1日 

上北沢 

1-32-11 

太子堂 

介護保険サービス 
平成 26 年

4 月 1日 

太子堂 

5-24-20 

母子生活

支援施設 

世田谷区立 

パルメゾン上北沢 

利用定員：30 世帯 

緊急一時保護：1 世帯 

母子一体型ショートケア： 

1 世帯 

広域入所：空き状況により

受け入れ 

平成 7 年 

4 月 1日 

平成 7 年 4 月 1 日 非公開 

特別養護 

老人ホー

ム 

特別養護老人ホーム 

芦花ホーム 

特養：103 人 

短期入所生活介護：1 日 21 人

平成 7 年 

7 月 1日 

令 和 3 年 4 月 1 日

自主運営化 

粕谷 

2-23-1 

 特別養護老人ホーム 

上北沢ホーム 

特養：100 人 

短期入所生活介護：1 日 20 人

平成 11 年

5 月 1日 

上北沢 

1-28-17 

地域密着型特別養護

老人ホーム寿満ホー

ムかみきたざわ 

特養：29 人（全室個室ユニ

ット型・3 ユニット） 

平成 30 年

3 月 1日 

 上北沢 

1-32-11 

人材育成 世田谷区福祉人材育

成・研修センター 

福祉サービスの担い手の確

保を図り、地域社会が求め

る福祉人材の育成を総合的

に推進する。（主に世田谷区

からの受託） 

平成 19 年

4 月 1日 

平成 19 年 4 月 1 日 松原 

6-37-10 

－ 10－
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Ⅳ 実績 
 

１  本部事業 

 
１  令和３ 年度の取り 組み 
（ １ ） 適正な人員配置と 計画的な職員採用 

職種や雇用形態を踏まえた効果的な求人情報の発信に努め、各所属の所要人員に基

づく 計画的な職員採用を実施した。また、無資格の求職者１ 名を就業しながら資格取

得を目指すスキームのも と 採用したほか、介護福祉士を目指す外国人留学生の令和４

年４ 月入国に向けた準備を進めた。  
（ ２ ） 機能的かつ効率的な組織に向けた事務機能の強化 

新たな財務会計システムや就業管理システム導入に伴い、業務内容や本部と各拠点

の業務分担の見直しを行う など I CT化を推進し、業務の合理化・ 効率化を図った。ま
た、令和６ 年度からの本部補助金廃止を見据え、業務改善や人員のコスト 削減を進め

ると と もに、 本部機能のあり 方についても検討を進めた。  
（ ３ ） 新型コロナウイルス感染症への対応 
  職員への注意喚起や運用の整備、施設内感染が起きた上北沢ホームへの応援職員の
調整、ワクチンの手配、職員が帰宅できない場合などに備えで宿泊施設を確保・ 整備

するなど、 コロナ禍にあっても各事業が安定して運営できるよう 支援した。  
（ ４ ） 新しい働き方の検討・ 導入 

新型コロナウイルスの感染防止対策と して運用していた在宅勤務と 時差出勤を、災

害発生時の事業継続や生産性の向上を目的に恒常化させるため、必要な規程等を整備

した（ 令和４ 年４ 月１ 日施行）。  
（ ５ ） 安定経営のための積立資金などの管理 

令和３ 年度から自主運営化した特養ホームについて、今後の管理などにかかる経費

を見積もるなど、各拠点の運営状況に基づく 今後の積立金の必要額について検討を進

めた。また、資金管理と して運用中である積立資金について、大口の定期預金と して

継続した。  
 

２  実績 
（ １ ） 理事会の開催 

開催日 議決事項等 
4/ 1 議案第１ 号 理事長の選定について  

議案第２ 号 常務理事の選定について  
議案第３ 号 評議員選定委員の選任 

6/ 11 議案第１ 号 理事候補者の選任 
議案第２ 号 監事候補者の選任 
議案第３ 号 評議員候補者の推薦 
議案第４ 号 令和２ 年度事業報告・ 決算 
議案第５ 号 令和３ 年度定時評議員会の招集 

11－ 11－

20



6/ 28 議案第１ 号 理事長の選定について  
議案第２ 号 常務理事の選定について  
議案第３ 号 評議員選定委員の選任 

11/ 30 ※報告事項のみ 
2/ 28 議案第１ 号 令和３ 年度第１ 次補正予算 

議案第２ 号 令和４ 年度事業計画・ 予算 
議案第３ 号 特別養護老人ホーム給食業務委託契約 
議案第４ 号 令和３ 年度第１ 回臨時評議員会の招集 

3/ 29 議案第１ 号 評議員候補者の推薦 
議案第２ 号 監事候補者の選任 
議案第３ 号 組織及び事務分掌規程の一部改正 
議案第４ 号 職員就業規程の一部改正 
議案第５ 号 契約職員就業規程の一部改正 
議案第６ 号 非常勤職員就業規程の一部改正 
議案第７ 号 職員給与規程の一部改正 
議案第８ 号 育児休業等に関する規程の一部改正 
議案第９ 号 介護休業に関する規程の一部改正 
議案第10号 東京都介護福祉士等修学資金貸付制度の利用に係る  

法人保証 
 
（ ２ ） 評議員会の開催 

開 催 日 議決事項等 
6/ 28 議案第１ 号 理事の選任 

議案第２ 号 監事の選任 
議案第３ 号 令和２ 年度事業報告・ 決算 

3/ 30 議案第１ 号 監事の選任 
議案第２ 号 評議員及び役員の報酬等に関する規程の一部改正 
報告事項 
（ １ ） 令和４ 年度事業計画・ 予算 
（ ２ ） 新型コロナウイルス感染症の発生状況について  
（ ３ ） 次期中長期経営計画策定経過報告 

   
（ ３ ） 監事監査 

開 催 日 監査内容 
6/ 2 令和２ 年度決算監査 

・ 事業、 計算関係書類及び財産目録監査 
 
（ ４ ） 会計監査 

開 催 日 監査内容等 
5/ 17～20・
27 

期末監査 

6/ 2 令和２ 年度決算会計監査人監査結果報告 

12－ 12－
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9/ 2 令和３ 年度外部監査計画説明会 
11/ 15・ 16 期中監査（ 芦花ホーム、 上北沢ホーム、 デイ世田谷、 訪問看護ステ

ーショ ン北沢、 北沢介護保険サービス、 芦花介護保険サービス）  
1/ 25 令和３ 年度会計監査人監査意見交換会 

※リ モート 実施 
2/ 14・ 21・
28 

期中監査（ 本部、 寿満ホームかみきたざわ、 世田谷ホームヘルプサ

ービス）  
 

（ ５ ） 苦情審査委員会の開催 
※苦情の申し立てがなかったため開催なし  
 

（ ６ ） リ スクマネジメ ント 委員会の開催 
開 催 日 検討内容 
6/ 25 (１ )令和２ 年度１ ０ 月から３ 月までの事故・ ヒ ヤリ ハッ ト 件数報告 

(２ )令和２ 年度事故報告総括 
(３ )令和３ 年度事故の未然防止等リ スクマネジメ ント の取組みについて  
(４ )令和３ 年度薬・ 個人情報・ 交通事故防止強化月間の実施について  
(５ )令和３ 年度災害対策について  

11/ 29 (１ )令和３ 年度４ 月から９ 月までの事故・ ヒ ヤリ ハッ ト 件数報告 
(２ )令和３ 年度薬・ 個人情報事故防止強化月間の結果報告 
(３ )個人情報の取扱いに関する実態把握調査及び自己点検結果報告 
(４ )  LI NEの使用状況、 運用ルールについて  
(５ )労災に伴う 事故の報告書について  
(６ )令和３ 年度リ スクマネジメ ント 研修について  

 
（ ７ ） 広報紙「 パート ナー」 の発行 

 
 
 

発 行 日 主な内容 発行部数 配布対象者 
5/ 14 ・ 令和３ 年度事業計画・ 予算について 

・ デイ ・ ホームの感染予防対策 

各6, 000部 
利用者及び家族 
一般区民 
関係機関 

7/ 15 ・ 事業団の多職種連携による最期まで

口から食べるための支援 
・ 令和２ 年度の皆さまからのご寄附の

活用について  
10/ 15 ・ 在宅生活を支援するホームヘルプの

サービスをご紹介します 
・ 令和２ 年度決算報告 

1/ 14 ・ 居宅介護支援事業所のご紹介 
・ 松原あんしんすこやかセンター移転

のお知らせ 

13－ 13－
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（ ９ ） 職員研修 
① 階層別                  （ 単位＝人） 

階層 実施月 研修名 内容 参加 

課 

長 

1月 新規課長研修 社会福祉法人会計の基礎 1 

4月 管理職研修 
経営管理者が行う べき意思決定へのア
プローチ～経営戦略の策定と 計画への
展開～ 

7 

9月 管理職向け  
メ ンタルヘルス研修  管理職のためのメ ンタルヘルス  ※1 

12月 財務マネジメ ント 研修 
現在の社会福祉法人に求められる役割
をふまえた、 法人経営に必要な財務分
析等 

1 

係 

長 

7月 新規係長研修 1 係長と しての役割を遂行するための 
事業団の会計および労務管理の基礎 2 

9月 新規係長研修 2 社会福祉職場におけるマネジメ ント と
財務管理の基礎知識および経営分析 2 

9・ 10月 現任係長研修 「 中長期経営計画に向けて」 ～マネジ
メ ント の理解～ 

13 
※2 

主 

任 

9月 新規主任研修 1 指導的職員の役割、 計画的な業務改善
の手法、 キャリ アデザイン等 8 

7月 新規主任研修 2 事業団労務管理の基礎 4 

中
堅 

1月 OJT研修 OJTの基礎的な知識、 具体的な実践方
法等  25 

12月 2級職 4年目研修 中堅職員の役割、 チームワークの推
進、 キャリ アデザイン等 15 

10･11･
12月 OJTリ ーダー研修 OJT実践の振り 返り 、 OJTリ ーダーの 

役割、 効果的な指導方法等 9 

新 

人 

6月  
11月 新規採用者研修 事業団理念や事業概要、 事業団職員に

求められるこ と 等 
4 
6 

6月  
3月 

中途採用者・ 新規
採用予定者研修 組織理解、 組織活動の基本等 25 

9 
  ※1 東京都福祉人材センターが動画配信へ変更のため、 対象者（ 係長・ 所長）

を拡大し実施（ 受講者 25名）。  
  ※2 管理職 7名も受講あり  
② 特化推薦研修                         （ 単位＝人）  

実施月 研修名 内容 参加 

11月 虐待防止研修 ・ 虐待防止に関する法制度や定義 
・ 虐待防止の手法・ 現場での事例等 

40 
※3 

8月 
9月 ケアの基礎知識研修 ケアマネジメ ント の基礎、  

介護技術の基礎等 
2 
4 

8～3月 感染対策研修 新型コロナウイルスの理解、 対応策 公開講座 
8月 認知症ケア研修 認知症の基礎的理解 13 
 

世田谷区の目指す福祉講座 世田谷区福祉の動向 公開講座 

※3 動画視聴のため、 申込者人数 
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２  特別養護老人ホーム事業 
＜芦花ホーム・ 上北沢ホーム・ 寿満ホームかみきたざわ＞ 

 
１  令和３ 年度の取り 組み 
（ １ ） I CTや介護ロボッ ト の活用による労働生産性の向上（ 生活状況把握・ 事故予防の

強化・ 介護負担の軽減）  
   芦花ホームでは、 令和２ 年度に引き続き、 厚生労働省が行う 「 介護ロボッ ト の

導入支援及び導入効果実証研究事業」 に協力した。 眠り スキャンを導入するこ と

で不要な訪室を避けるこ と ができ、 利用者が安眠できるなど生活の質の向上や介

護職員の負担軽減につながった。  
 また、 上北沢ホームでは、 理学療法士による指導のも と 、 移乗介護サポート ロ
ボッ ト や介護リ フト 、 ボード などを活用した「 持ち上げない介護」 を推進し、 介

護負担の軽減に取り 組んだ。  
 さ ら に、 ３ 特養ホームで介護保険システムを活用した施設介護計画（ ケアプラ
ン） などの作成や記録業務の I CT化に取り 組み、 業務効率化や多職種による情報共
有の円滑化に効果が見られた。  

（ ２ ） 在宅生活を視野に入れた施設生活支援の強化（ 在宅生活継続モデルの実践）  
居宅介護支援事業所をはじめと する在宅サービス事業所と 連携を密にするこ と で、

ショ ート ステイ利用者の利用前後も含めた健康状態をはじめと する心身状況や課題

の把握を適切に行い、 包括的に支援した。  
（ ３ ） 新型コロナウイルス感染症など感染症影響下における安全で確実なサービスの

提供 
新型コロナウイルス感染症発症時の対応マニュアルを整備すると と もに、 職員の

感染対策の徹底や、 利用者の利用前の健康観察、 家族面会場所や人数の制限を実施

した。 また、 上北沢ホームにおいて施設内感染が発生したこ と により 、 実際の発生

状況を踏まえて対応フロー図を見直した。  
（ ４ ） 自主運営化に伴う 効率的で安定した経営 

令和３ 年４ 月からの芦花ホーム、 上北沢ホーム自主運営化に伴い、 継続的に安定

した経営ができるよう に、 今後の修繕計画について世田谷区と 協議を進めた。  
また、 ３ 特養ホームと 本部が運営する「 特養対策委員会」 では、 適切で効率的な

人員体制や医療体制などの経営課題について検討を行い、 次期中長期計画のアクシ

ョ ンプランに反映させた。  
（ ５ ） 事業所目標に対する取り 組み  
  ① 特別養護老人ホーム事業 

芦花ホーム  ○多様な人材の育成体制の充実 
OJT 担当が計画的な育成に取り 組み、 外国人留学生、 新規職員

２ 名が東京都認知症介護基礎研修を受講した。 相談できる体制を

整備するこ と で、 令和３ 年度は芦花ホームでの介護職員の離職は

ゼロと なった。 また、 高齢者就業マッチングサイ ト 「 GBER（ ジー
バー） 」 を活用し、 地域住民の特技を活かすこ と ができるよ う 周

辺業務の切り 出しを行った。  
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上北沢ホーム  ○チームワーク と 専門性を活かした職員の育成 
 認知症研修 PTが中心と なり 「 日本版 BPSDケアプログラム※1」

や「 ユマニチュード ※2」 などの認知症ケアを活用して、 利用者中

心のケアを実践した。  
寿満ホーム  
かみきたざわ  

○ユニッ ト ケアの質の向上 
 全職員対象にユニッ ト ケア研修、 実践発表会を実施し、 ユニッ
ト ケアの理解をより 深め、 ユニッ ト ケアを実践した。  
○介護職員のたん吸引等の実践 
 感染症の影響により 喀痰吸引の実施研修が中止と なり 、 実践で
きなかった。  

※１  認知症の行動・ 心理症状（ BPSD） に焦点を当て、 ニーズのアセスメ ント ・ ケ
アの組み立て・ 実行及び評価を一連のサイクルと して行う ケアプログラム  

※２  ユマニチュード と はフランス発祥の認知症のケア技法  
 
② 短期入所生活介護（ ショ ート ステイ ） 事業 
芦花ホーム  ○在宅及び施設での意欲的な生活の継続支援 

介護職員による健口体操や将棋などの趣味活動支援、 Web によ
るボランティ アプログラムなど、 新型コロナウイルス感染症対策

を徹底したう えで、 利用者がメ リ ハリ のある生活ができるよ う サ

ービスを提供した。  
上北沢ホーム  ○セーフティ ネッ ト と してのサービス継続 

世田谷区や地域包括支援センター、 ケアマネジャーなどと 連携

し、 介護者の急な入院や虐待の疑いのあるケースなど、 在宅生活

が一時的に難しい利用者を速やかに受け入れ、 支援した。  
（ 令和３ 年度緊急ショ ート 受け入れ数３ ４ 件）  

 
２  実績 
（ １ ） 介護老人福祉施設（ 特別養護老人ホーム）  

① 利用者性別・ 年齢別人数（ ３ 月末利用者状況） （ 単位 年代＝人 年齢＝歳）  
  64歳 

以下 
65～ 
74歳 

75～ 
84歳 

85～ 
99歳 

100歳 
以上 合計 最少 

年齢 
最高 
年齢 

平均

年齢 

芦花ホーム  
男 1 0 13 11 0 25 61 96 84. 2 
女 1 5 13 49 4 72 53 101 88. 0 
合計 2 5 26 60 4 97   87. 1 

上北沢ホーム  
男 0 1 7 6 0 14 70 95 83. 6 
女 1 2 17 53 3 76 64 101 87. 9 
合計 1 3 24 59 3 90   87. 3 

寿満ホーム  
かみきたざわ 

男 0 0 1 2 0 3 84 95 90. 8 
女 0 0 3 22 1 26 80 102 90. 0 
合計 0 0 4 24 1 29   91. 0 
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② 延べ入退所者数                      （ 単位＝人）  
 令和 2年度末 

入所者数 新規入所者数 退所者数 令和 3年度末 
入所者数 

芦花ホーム  97 27 27 97 
上北沢ホーム  100 26 36 90 
寿満ホーム  
かみきたざわ 27 5 3 29 

  
 ③ 退所理由                         （ 単位＝人）  

 死亡※ 入院 その他 
芦花ホーム    23( 21)  4 0 
上北沢ホーム  32( 27)  2 2 
寿満ホーム  
かみきたざわ 2( 2)  0 2 

 ※（  ） 内は施設内での死亡者数 
 
④ 平均利用率                               （ 単位＝％）  

 目標利用率 平均利用率 達成率 
芦花ホーム  95. 0 91. 4 96. 2 
上北沢ホーム  96. 0 97. 0 101. 1 
寿満ホーム  
かみきたざわ 97. 0 95. 7 98. 7 

 
⑤ 要介護度別利用者数（ ３ 月末利用者状況）           （ 単位＝人）  

 要介護度 
その他 合計 平均介護度 

１  ２  ３  ４  ５  
芦花ホーム  0 2 15 40 40 0 97 4. 2 
上北沢ホーム  0 1 21 38 30 0 90 4. 1 
寿満ホーム  
かみきたざわ 0 0 8 10 11 0 29 4. 1 

  
 ⑥ 医療的対応者件数（ ３ 月末実利用者状況）           （ 単位＝人）  

 経
管
対
応
者 

吸
引
対
応
者 

酸
素
療
法 

 

尿
道

 

人
工
肛
門 

胃
ろ
う 

認
知
症
高
齢
者 

皮
膚
疾
患 

そ
の
他 

歯
科
診
療 

口
腔
清
拭 

芦花ホーム  9 1 2 1 4 1 9 91 0 0 19 97 
上北沢ホーム  5 5 1 1 0 1 5 83 0 0 2 90 
寿満ホーム  
かみきたざわ 0 0 1 0 0 0 0 29 0 0 6 18 
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⑦ 認知症度（ ３ 月末利用者状況） ※記号については 67 頁参照   （ 単位＝人）  
 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ なし等 合計 

芦花ホーム  6 8 13 25 11 29 3 2 97 
上北沢ホーム  7 13 12 18 5 29 6 0 90 

寿満ホーム  
かみきたざわ 0 1 5 16 1 6 0 0 29 

 
（ ２ ） 短期入所生活介護（ ショ ート ステイ ）  

① 利用者数                         （ 単位＝人）  
 延べ利用者数 １ 日平均利用者数 
芦花ホーム  1, 936 5. 3 
上北沢ホーム  3, 734 11. 2 

 
② 利用率                          （ 単位＝％）  

 目標利用率 平均利用率 達成率 
芦花ホーム  80. 0 25. 5 31. 9 
上北沢ホーム  95. 0 51. 1 53. 8 

   ※実績には、 特養ホームの空きベッ ド 利用を含む。  
   

③ 利用者性別・ 年齢別人員（ ３ 月実利用者状況）         （ 単位＝人）  
 64歳 

以下 
65～ 
74歳 

75～ 
84歳 

85～ 
99歳 

100歳 
以上 計 平均 

年齢 

芦花ホーム  
男 0 0 2 3 1 6 90. 1 
女 0 0 1 16 1 18 84. 4 
計 0 0 3 19 2 24 87. 3 

上北沢ホーム  
男 0 0 2 1 0 3 85. 0 
女 0 1 1 2 0 4 81. 5 
計 0 1 3 3 0 7 83. 0 

 
④ 要介護度別利用者数（ ３ 月実利用者状況）  

   ア  介護予防短期入所生活介護                （ 単位＝人）  
 要支援 

合計 平均介護度 
１  ２  

芦花ホーム  0 0 0 0 
上北沢ホーム  0 0 0 0 

   イ  短期入所生活介護                    （ 単位＝人）  
 要介護度 

合計 平均介護度 
１  ２  ３  ４  ５  

芦花ホーム  3 6 6 4 5 24 3. 1 
上北沢ホーム  1 0 3 1 2 7 3. 4 
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 ⑤ 医療的対応件数（ ３ 月実利用者状況）              （ 単位＝人）  
 経

管
対
応
者 

吸
引
対
応
者 

酸
素
療
法 

 

尿
道

 

人
工
肛
門 

胃
ろ
う 

認
知
症
高
齢
者 

皮
膚
疾
患 

そ
の
他 

歯
科
診
療 

口
腔
清
拭 

芦花ホーム  1 1 1 0 0 0 1 12 2 0 0 10 
上北沢ホーム  0 0 0 0 1 0 0 7 2 0 0 3 

 
（ ３ ） 施設行事・ 行事食                       （ 単位＝人）   

実施月 施設行事・ 行事食 
4月 お花見（ 行事食） 、 選択食 
5月 こどもの日（ 行事食） 、 母の日 
6月 父の日、 選択食、 初夏のティ ーパーティ ー、 バイキング  
7月 七夕、 土用の丑（ 行事食） 、 納涼祭 
8月 夏のティ ーパーティ ー、 選択食、 バイキング  
9月 敬老会、 十五夜（ 行事食） 、 お彼岸（ 行事食）  
10月 手毬寿司、 ハロウィ ン、 選択食 
11月 文化祭、 秋のティ ーパーティ ー、 選択食 
12月 冬至、 ケーキバイキング、 ク リ スマス、 大晦日 
1月 お正月、 春の七草粥、 鏡開き、 新年会、 選択食 
2月 節分、 バレンタイン、 寿司バイキング  
3月 ひな祭り 、 春のティ ーパーティ ー、 お彼岸 

 
（ ４ ） 地域交流 
  ※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況を受け中止。  
 
（ ５ ） 障害者の就労支援                      （ 単位＝人）  

 就労者数 
芦花ホーム  6 
上北沢ホーム  8 

 
（ ７ ） 実習生などの受け入れ 
   ※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況を受け中止。  
 
（ ８ ） ボラ ンティ ア受け入れ                    （ 単位＝人）  

 実人数 延べ人数 
芦花ホーム  7 190 
上北沢ホーム  5 52 
寿満ホーム  
かみきたざわ 0 0 
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   ※ 新型コロナウイルス感染症の拡大によ り 、 館内での活動ボランティ アは中
止。 園芸、 編み物、 買い物ボランティ アなどの間接的なボランティ ア活動の

みを実施した。  

20－ 20－

29



３  母子生活支援施設事業＜パルメ ゾン上北沢＞ 
※世田谷区からの運営受託事業 

 
1 令和３ 年度の取り 組み 
（ １ ） 新しい生活様式に合わせた支援の確立 

職員、入所者へ標準予防策の周知徹底をし、新型コロナウイルス感染症の感染状

況に合わせ個別対応行事を行う など、 柔軟な対応により 事業が継続できた。  
（ ２ ） 退所者への支援の充実と 地域支援の拡充 

退所者と の連絡、 体操教室への招待などを継続しながら必要に応じて訪問し、 地

域での孤立を防ぐよう 支援を行った。また、烏山子ども家庭支援センターと 連携し、

１ ０ 月から地域の子どもたちを対象にト ワイライ ト 「 プチ・ パル」（ 放課後の居場所

作り ） を実施した。  
（ ３ ） 支援力向上のための人材育成 

ほと んどの研修が Webでの開催と なったため出席できる機会も多く 、 職員個々の
援助技術向上に積極的に取り 組むこと ができた。 実習生については、 コロナ禍での

辞退者もいたが、 例年通り の受け入れができた。  
（ ４ ） 改修工事への取り 組み(単年度の取り 組み)  

改修工事業者及び世田谷区担当者などと 会議を重ね、 スケジュール把握や入所者

の安全管理、 施設内の引っ越し作業を円滑に実施し、 全行程を滞り なく 終えるこ と

ができた。  
 
２  実績 
（ １ ） 入所者の状況 
  ① 入退所世帯状況            （ 単位 人数＝人 世帯数＝世帯） 

入  所 
人 数 9 
世帯数 4 

退  所 
人 数 5 
世帯数 2 

令和 3年度末入所者数 
人 数 32 

世帯数 13 
   

② 入所者状況（ ３ 月末入所者状況）                （ 単位＝人）   

母親 ０ 歳 
１ 歳～ 
就学前 

小学生 中学生 高校生 
子ども  
合計 

男 － 0 2 7 1 0 10 
女 13 0 5 2 1 1 9 
合計 13 0 7 9 2 1 19 
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③ 母親の年齢（ ３ 月末入所者状況）               （ 単位＝人） 
１ ０ 歳代 0 
２ ０ 歳代 1 
３ ０ 歳代 5 
４ ０ 歳代 6 
５ ０ 歳以上 1 

合 計 13 
 

 ④ 入所理由（ ３ 月末入所者状況）                （ 単位＝件） 
生計困難 0 
住宅困窮 9 
養育困難 1 
Ｄ   Ｖ  2 
そ の 他 1 

合 計 13 
   

⑤ 母親の職業（ ３ 月末入所者状況）               （ 単位＝件） 
常 勤 0 
パート  9 
未就労 4 

合 計 13 
 
  ⑥ 退所先                          （ 単位＝件） 

都営住宅 1 
公共住宅 0 
民間住宅 1 
実  家 0 
そ の 他 0 

合 計 2 
 
（ ２ ） 緊急一時保護 
  ① 延べ件数             （ 単位 世帯数＝世帯 入所者数＝人） 

世 帯 数 8 
入所者数 19 
延べ利用日数 148 
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  ② 保護理由                         （ 単位＝件） 
生計困難 0 
住宅困窮 2 
養育困難 0 
Ｄ   Ｖ  6 
そ の 他 0 

合 計 8 
    ※世帯数・ 入所者数は、 月当り １ 件でカウント 。  
 
（ ３ ） 母子一体型ショ ート ケア  
  ① 延べ件数             （ 単位 世帯数＝世帯 入所者数＝人） 

世 帯 数 6 
入所者数 14 
延べ利用日数 47 

 
  ② 保護理由                         （ 単位＝件） 

生計困難 0 
住宅困窮 1 
養育困難 0 
Ｄ   Ｖ  0 
そ の 他 5 

合 計 6 
    ※世帯数・ 入所者数は、 月当り １ 件でカウント 。  
 
（ ４ ）心理カウンセリ ング実施回数     （ 単位 実施数＝回 延べ利用者数＝人） 

実施数 対象 延べ利用者数 

169 
入所者 

母親 73 
子ども  96 

退所者 母子 0 
 
（ ５ ） 保育支援                 （ 単位 実施数＝回 利用者数＝人） 

事業名 実施数 内訳 

保育事業 81  

就労のための補助保育 0 
保育園送迎 0 
レスパイト  0 
その他 81 
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（ ６ ） 保育支援                 （ 単位 実施数＝回 利用者数＝人） 
事業名 実施数 内訳 

補助保育 249  

就労のための補助保育 0 
保育園送迎 95 
レスパイト  28 
その他 126 

 
（ ７ ） 地域活動支援及び交流事業          （ 単位 実施数＝回 利用者数＝人）  

実施数 利用者数 
集会室貸出 0 0 
子育て講演会 0 0 
餅つき大会 0 0 

   ※新型コロナウイルス感染症の拡大状況を受け中止。  
 
（ ８ ） 年間行事活動                        （ 単位＝人） 

行事名 実施回数 参加者数 
令和 3年度入学・ 進級お祝い会 1 11 
体操教室代替行事 1 16 
手持ち花火 1 24 
防災備蓄を知ろう  1 7 
9月パルまつり  1 15 
リ ユースの会 2 35 
秋まつり (母子レク )  1 24 
パルっ子外出行事 1 14 
玄関前花壇の鉢植え  2 10 
ク リ スマス工作・ サンタサービス  1 19 
節分行事 1 29 
ひな祭り 行事 1 32 
体操教室 5 86 

計 19 322 
 
（ ８ ） 実習生などの受け入れ                 （ 単位 人数＝人 日数＝日） 

種別 実人数 延べ日数 

社会福祉士 3 69 
保育士 5 60 
実習合計 8 129 
見学・ 視察 19 1 
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４  訪問介護事業＜ヘルパー派遣＞ 

 
１  令和３ 年度の取り 組み 
（ １ ） 利用者の生活を中心と した専門性の高いサービスの提供 

①利用者を中心と したサービスの提供 
日々のサービスの質の均一化・ 向上のため、スマート フォンを活用した情報伝

達やWeb会議、アンケート などを利用して、介護技術や支援における課題を共有
し、 解決を図ること ができた。  
②専門性の高い職員の育成 
毎月の定例会で「 認知症」「 栄養・ 食事」 などのテーマを設定し、意見交換を交

えながら研修を実施した。実施にあたっては、全ヘルパーが参加しやすいよう Web
会議を複数回設定し、 新型コロナウイルス感染症のまん延防止に努めた。  

（ ２ ） 感染予防に努めた在宅生活継続支援の充実 
①「 在宅生活継続モデル」 の活用 

事業団内のサービスと 訪問介護を組み合わせ、住み慣れた地域で安心して在宅

生活が継続できるよう 事業所間で連携し利用者を支援した。  
②サービス提供時は常にマスク及び手袋の着用、 手指消毒の徹底と 感染予防対策を

万全と した訪問を実施した。 さらに、ヘルパーに対して社会的 PCR検査の積極的
な活用、抗原検査キッ ト の配布などを行い、ヘルパーが新型コロナウイルス感染

症の媒介と ならないよう 努め、 職員、 利用者と もに安心できる対策を講じた。  
また、厚生労働省や世田谷区福祉人材育成・ 研修センターで行われた感染予防

についての動画の閲覧や課内で感染予防研修を実施するなど、積極的に感染予防

の啓発に努めた。  
（ ３ ） 積極的な新規利用者の獲得と ヘルパーの採用、及び新たな加算算定による経営定

化  
①新規利用者の獲得と ヘルパーの採用 
ヘルパー不足に加えコロナ禍であったが、 できる限り 新規利用者の受け入れに努

めた。  
ヘルパーの採用については、 令和３ 年度Webによる募集を実施した。 その他にも

求人用のリ ーフレッ ト やパンフレッ ト を作成し、 広報誌パート ナーと 一緒に配布す

るこ と で７ 名のヘルパーを採用するこ と ができた。  
さ らに、 世田谷区福祉人材育成・ 研修センター主催の介護職員初任者研修の講師

を務め、 世田谷区全体の福祉人材の確保に寄与した。  
②特定事業所加算による経営の安定化 
令和３ 年度から、全ヘルパーを対象に毎月定例会を実施するなど、同行援護サー

ビスの「 特定事業所加算」 算定の要件を満たすこと ができたため、加算分の増収を

図るこ と ができた。  
③I CT活用による業務の効率化 
全ヘルパーを対象と した研修や会議などを、感染予防対策と して Web会議システ

ムを活用し実施した。また、研修参加確認などの連絡や調整は Googl e フォームを活
用し、 業務の効率化を図った。  
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（ ４ ） 事業目標に対する取り 組み   
世 田 谷 
ホームヘルプサービス  

○感染予防対策の徹底 
全ヘルパーが参加する毎月の定例会議で、 感染予防の注意喚

起及びマスク ・ 除菌水を配布した。 また、 ６ 月から１ ２ 月まで

区のスク リ ーニング検査を受検した。 さらに、 抗原定性検査キ

ッ ト を全職員へ４ キッ ト ずつ配布するなど感染予防の徹底に努

めた。  
〇ヘルパーの質の向上 
毎月、 全ヘルパー参加の定例会議を開催し、 全員で意見交換

をしながら知識や技術の研鑽を積むこ と で、 サービスの質を向

上するこ と ができた。  
〇ガイド ヘルパーの質の向上 
毎月の定例会に加え、 同行援護の講義研修及び技術研修を実

施した。 また、 サービス提供責任者へも研修を実施し、 質の高

い安心・ 安全なサービスを提供できた。  
烏 山 
ホームヘルプサービス  

〇安心、 安全なサービス提供 
感染マニュアルの周知徹底、 感染対策研修の実施、 事業所の

感染対策整備を行い、 対策の徹底と 適切な対応により 、 安心・

安全なサービス提供に努めた。  
〇ヒ ヤリ ハッ ト 報告を活用した事故防止への取り 組み 
夕方のミ ーティ ングにおいて、 事故・ ヒ ヤリ ハッ ト の振り 返

り の時間を設け、 日々の報告を推奨した。 また、 毎月の定例会

議でヒ ヤリ ハッ ト 報告を行い、 全職員が共有するこ と で、 職員

のリ スクマネジメ ント の意識が高まり 、 事故防止につなげるこ

と ができた。  
〇地域に根差した事業所づく り  
新型コロナウイルス感染症対策により 、地域への PR活動など

は実施を見合わせた。  
 
２  実績 
（ １ ） 介護保険事業 

① 延べ派遣回数           （ 単位 計画、 実績＝回 達成率＝％）  
事業所 事業区分 計画 実績 達成率 

世田谷 
ホームヘルプサービス  

訪問介護 25, 000 18, 557 74. 2 
総合事業 4, 200 3, 282 78. 1 
計 29, 200 21, 839 74. 8 

烏 山 
ホームヘルプサービス  

訪問介護 13, 300 9, 672 72. 7 
総合事業 4, 200 3, 114 74. 1 
計 17, 500 12, 786 73. 1 

合 計 
訪問介護 38, 300 28, 229 73. 7 
総合事業 8, 400 6, 396 76. 1 
計 46, 700 34, 625 74. 1 
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 ② 延べ派遣時間数         （ 単位 計画、 実績＝時間 達成率＝％）  
事業所 事業区分 計画 実績 達成率 

世田谷 
ホームヘルプサービス  

訪問介護 24, 500 18, 741. 3 76. 5 
総合事業 3, 130 3, 008. 5 96. 1 
計 27, 630 21749. 8 78. 7 

烏 山 
ホームヘルプサービス  

訪問介護 13, 000 9, 232. 7 71. 0 
総合事業 3, 250 2, 972. 0 91. 4 
計 16, 250 12, 204. 7 75. 1 

合 計 
訪問介護 37, 500 27, 974. 0 74. 6 
総合事業 6, 380 5, 980. 5 93. 7 
計 43, 880 33, 954. 7 77. 4 

 
③ 要介護度別利用者数（ ３ 月実利用者状況）            （ 単位＝人）  

事業所名 
事業 
対象者 

要支援 要介護 
合計 

１  ２  １  ２  ３  ４  ５  
世田谷ホームヘルプサービス 3 14 30 47 43 23 26 10 196 
烏 山ホームヘルプサービス 0 19 29 28 27 16 3 7 129 

合 計 3 33 59 75 70 39 29 17 325 
  

 ④ 性別・ 年齢別人数（ ３ 月実利用者状況）             （ 単位＝人）  

事業所名 
64歳 
以下 

65～
74歳 

75～
84歳 

85～
99歳 

100歳
以上 

合計 
平均 
年齢 

世田谷ホームヘルプサービス 
男 4 12 10 30 0 56 82. 9 
女 4 21 33 80 2 140 84. 5 
計 8 33 43 110 2 196 84. 3 

烏 山ホームヘルプサービス 
男 2 9 8 15 0 34 70. 2 
女 2 14 26 53 0 95 83. 4 
計 4 23 34 68 0 129 83. 0 

合 計 
男 6 21 18 45 0 90 76. 6 
女 6 35 59 133 2 235 84. 0 
計 12 56 77 178 2 325 83. 6 
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（ ２ ） 介護保険事業以外 
① 延べ派遣回数            （ 単位 計画、 実績＝回 達成率＝％）  

 事業名 計画 実績 達成率 
世 田 谷 
ホームヘルプ 
サービス  
 

居宅介護・ 重度訪問 
（ 障害者総合支援法）  

4, 660 4, 997 107. 2 

同行援護 
（ 障害者総合支援法）  

3, 000 3, 968 132. 3 

移動支援 
（ 地域生活支援事業）  

570 368 64. 6 

自費サービス  450 592 131. 6 
養育支援等 
ホームヘルパー訪問事業 

120 29 24. 2 

計 8, 800 9, 954 113. 1 
烏 山 
ホームヘルプ 
サービス  

 

居宅介護・ 重度訪問 
（ 障害者総合支援法）  

5, 280 3, 848 72. 9 

移動支援 
（ 地域生活支援事業）  

630 635 100. 8 

自費サービス  140 265 189. 3 
養育支援等 
ホームヘルパー訪問事業 

120 47 39. 2 

計 6, 170 4, 795 77. 7 

合 計 

居宅介護・ 重度訪問 
（ 障害者総合支援法）  

9, 940 8, 845 89. 0 

同行援護 
（ 障害者総合支援法）  

3, 000 3, 968 132. 3 

移動支援 
（ 地域生活支援事業）  

1, 200 1, 003 83. 6 

自費サービス  590 857 145. 3 
養育支援等 
ホームヘルパー訪問事業 

240 76 31. 7 

計 14, 970 14, 749 98. 5 
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② 延べ派遣時間数          （ 単位 計画、 実績＝時間 達成率＝％）  
 事業名 計画 実績 達成率 

世 田 谷 
ホームヘルプ 
サービス  
 

居宅介護・ 重度訪問 
（ 障害者総合支援法）  

4, 920 4, 584. 9 93. 2 

同行援護 
（ 障害者総合支援法）  

10, 000 12, 390. 0 123. 9 

移動支援 
（ 地域生活支援事業）  

610 225. 8 37. 0 

自費サービス  700 510. 9 73. 0 
養育支援等 
ホームヘルパー訪問事業 

240 59. 0 24. 6 

計 16, 470 17, 770. 6 107. 9 
烏 山 
ホームヘルプ 
サービス  

 

居宅介護・ 重度訪問 
（ 障害者総合支援法）  

4, 560 3, 161. 9 69. 3 

移動支援 
（ 地域生活支援事業）  

900 753. 3 83. 7 

自費サービス  200 207. 7 103. 9 
養育支援等 
ホームヘルパー訪問事業 

240 94. 0 39. 1 

計 5, 900 4, 216. 9 71. 5 

合 計 

居宅介護・ 重度訪問 
（ 障害者総合支援法）  

9, 480 7, 746. 8 81. 7 

同行援護 
（ 障害者総合支援法）  

10, 000 12, 390. 0 123. 9 

移動支援 
（ 地域生活支援事業）  

1, 510 979. 1 64. 8 

自費サービス  900 718. 6 79. 8 
養育支援等 
ホームヘルパー訪問事業 

480 153. 0 31. 9 

計 22, 370 21, 987. 5 98. 3 
 
（ ３ ） 登録型ホームヘルパー・ ガイド ヘルパー数（ ３ 月末現在）     （ 単位＝人）  

 
39歳 
以下 

40歳代 50歳代 60歳代 
70歳 
以上 

合 計 

登録型 
ホームヘルパー 

男 1 0 1 1 2 5 
女 0 5 17 28 33 83 
計 1 5 18 29 35 88 

登録型 
ガイド ヘルパー 

男 0 0 2 3 4 9 
女 0 3 13 11 13 40 
計 0 3 15 14 17 49 
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